
施設内

R-Vision SHIP 2

PLAN 01 USB運用方式

PACSModality

PLAN 01
院内環境を極力変更せずUSBメモリで運用可能

読影依頼端末

DICOMデータ

USBメモリ

インターネット
SSL通信

遠隔読影
データセンター

結果レポート

電子カルテや
ドキュメントシステムなど

※USBメモリ、読影依頼用端末（PC）、端末用ウィルス対策ソフト、インターネット回線、プロバイダ等が必要です。



施設内

R-Vision SHIP 3

PLAN 02 院内ネットワーク接続方式

PACSModality

PLAN 02
院内と外部のネットワークを接続し、依頼と取得の業務を簡素化

読影依頼端末
インターネット
SSL通信

遠隔読影
データセンター
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施設のポリシーに準じた
セキュリティー環境を構築

PACS等のデータ入出力方法は
連携先環境によって手動または自動

DICOMデータ

結果レポート

※読影依頼用端末（PC）、端末用ウィルス対策ソフト、ネットワーク関連機器、インターネット回線、プロバイダ、（レポートの入出力の各メーカー対応）等が必要です。



施設内

R-Vision SHIP 4

PLAN 03 自動依頼方式

PACSModality

PLAN 03
院内の各種システムと連携し、依頼から結果取得までを自動化

読影GW端末
インターネット
SSL通信

遠隔読影
データセンター
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施設のポリシーに準じた
セキュリティー環境を構築

DICOMデータ
オーダー情報

結果レポート

※読影依頼用端末（PC）、端末用ウィルス対策ソフト、ネットワーク関連機器、インターネット回線、プロバイダ、（各メーカー連携対応）等が必要です。

RISHIS/電子カルテ

オーダ情報

オーダ情報

読影に必要な情報を連携

依頼情報の入力不要
自動で遠隔読影センターに依頼

自動で結果を取得


